
  「学力の伸び」の状況（平成２７年度～令和元年度） 
 

  

 

埼玉県学力・学習状況調査の実施は、今回で５回目となり、４度目の「学力

の伸び」の状況が分かりました。４年間の「学力が伸びた児童生徒の割合」を

平均した結果の傾向と対応策をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

H27→H28 85.4% 65.1% 61.2% 46.6% 56.6% 
H28→H29 73.1% 70.2% 71.7% 66.0% 68.3% 
H29→H30 71.0% 66.7% 67.0% 57.4% 60.9% 
H30→ R1 51.2% 73.5% 72.2% 61.7% 63.7% 

H27→H28 76.8% 64.9% 66.1% 60.2% 79.0% 
H28→H29 71.4% 65.2% 69.2% 64.8% 74.7% 
H29→H30 77.8% 65.8% 70.6% 64.2% 69.1% 
H30→ R1 79.3% 70.8% 74.7% 69.4% 72.2% 

○ 「学力が伸びた児童生徒の割合」が最も多いのは、小学校４年生から５年生にかけ

てであり、最も少ないのは中学校１年生から２年生にかけてである。教科担当制に変

わるなどの学習環境の変化、新しい教員や友人との関わりなどの生活環境の変化等に

より、学習面での伸び悩み（中１ギャップ）が起きていることが考えられる。 

 

○ 中学校２年生から３年生にかけて「学力が伸びた生徒の割合」が増加する。中学校

の学習環境・生活環境に慣れてくることや、進路を意識して家庭での学習などに一層

力を入れたりすることが考えられる。 

傾向 
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小4→小5 小5→小6 小6→中1 中1→中2 中2→中3

4年間平均 70.2% 68.9% 68.0% 57.9% 62.9%
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小4→小5 小5→小6 小6→中1 中1→中2 中2→中3

4年間平均 76.3% 66.7% 70.2% 64.7% 73.8%
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H27→H28 69.1% 
H28→H29 88.8% 
H29→H30 90.9% 
H30→ R1 84.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【よい取組の共有】 
 子供たち一人一人のつまずきを早期に発見・支援するとともに、学力を大きく
伸ばした（学力を伸ばした児童生徒の割合が大きい、学力の伸び率が高い）学年   
や学級を把握し、担当者からの聞き取りや授業参観を行うなど、効果的な取組や   
工夫を、学校全体で共有し実践する。 
 

【主体的・対話的で深い学びの実現】 
 本調査のデータ分析結果を踏まえ、調査結果における児童生徒の非認知能力や
学習方略等の状況を把握した上で、主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた
授業の工夫・改善を進める。 

 
【学級経営の充実】 
 学習規律の定着があり、児童生徒同士のトラブルが少ないなど、落ち着いた学 
級づくりを目指すとともに、保護者や地域の方々が学校の諸活動に積極的に参加
できる学校づくりを実践する。 
 

【小中連携の推進】  
 中学校区内の小・中学校で合同研修会や授業研究会を実施し、指導法の違い等
について共通理解を図るなど、学習面での小中連携を一層進める。 

※数値の見方 
  

 これらのグラフ及びデータは、前年度と比べて

「学力の伸び」が見られた児童生徒数の受検者数

全体に対する割合です。教科ごとに「学力の伸

び」が見られた（各学校に送付した帳票 01「教科

に関する調査 採点結果」にある「昨年度からの

学力の伸び」の値が１以上であった）児童生徒数

を、受検者数で割った値です。 

 いわゆる「伸び率」（全ての児童または生徒の

「学力の伸び」の値を足し合わせて、受検者数で

割った値）ではないことに注意してください。 

対応策 
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中2→中3

4年間平均 83.2%
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